
就
任
あ
い
さ
つ

　

今
ほ
ど
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
山
﨑
組
の
髙
田
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
会
員
の
皆
様
か
ら
伝
え

て
い
た
だ
い
た
こ
の
地
域
へ
の
思
い
、
こ
の

建
設
業
へ
の
思
い
を
忘
れ
ず
に
肝
に
銘
じ
、

そ
れ
ら
の
達
成
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
責
務

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
本
田
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

約
６
年
間
、
会
長
の
職
務
を
全
う
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

　

そ
の
６
年
間
で
協
会
は
会
員
の
皆
様
と
と

も
に
、
現
入
札
制
度
へ
の
移
行
、
契
約
変
更

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
再
定
義
、
工
事
表
彰
制

度
の
設
置
、
様
々
な
書
類
の
電
子
化
、
継
続

的
な
市
長
へ
の
要
望
活
動
を
は
じ
め
と
し
た

平
成
三
十
一
年
度
　

平
成
三
十
一
年
度
　
定
時
総
会
を
開
催

定
時
総
会
を
開
催

正
副
会
長
が
交
代

正
副
会
長
が
交
代  

新
会
長
に
髙
田
守
氏
、

新
会
長
に
髙
田
守
氏
、

副
会
長
に
細
川
一
彦
氏
が
就
任

副
会
長
に
細
川
一
彦
氏
が
就
任

　

令
和
八
年
五
月
二
十
二
日
、
総
会
と
理
事
会
が
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

会
長（
本
田
浩
太
→
髙
田
守
）、副
会
長（
髙
田
守
→
細
川
一
彦
）が
そ
れ
ぞ
れ
交
代
し
ま
し
た
。

長
岡
市
と
の
意
見
交
換
の
機

会
の
増
、
協
会
運
営
の
安
定

化
等
々
「
協
会
員
の
た
め
の

協
会
」
の
基
礎
を
多
く
作
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た
基

礎
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
は
実
行
の
具
体
性

を
さ
ら
に
深
め
、
私
た
ち
が
持
続
的
に
「
地

域
の
守
り
手
」
で
あ
る
と
自
信
を
も
っ
て
言

え
る
構
造
を
会
員
の
皆
様
と
議
論
し
て
作
っ

て
い
き
「
協
会
員
に
よ
る
協
会
員
の
た
め
の

協
会
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、
国
際
情
勢
の
影
響
に

よ
る
資
材
高
騰
や
採
用
難
で
の
担
い
手
不

足
、
様
々
な
法
整
備
を
進
め
て
い
く
に
あ
た

り
現
場
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
感
等
、
私
た
ち
の
業

界
が
持
続
し
て
い
く
た
め
に
取
り
組
み
続
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

現
場
の
課
題
感
を
も
と
に
、
発
注
者
様
と

の
議
論
に
臨
み
、
私
た
ち
が
地
域
の
守
り
手

で
あ
り
続
け
る
た
め
の
協
会
と
し
て
考
え
る

『
三
方
良
し
』
の
形
を
長
岡
市
様
と
も
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
現
場
の
具
体
的
な
現
状

が
必
要
で
す
。
委
員
会
活
動
の
場
や
総
会
の

場
あ
る
い
は
協
会
事
務
局
を
通
し
て
、
会
員

の
皆
様
の
意
見
や
実
態
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
そ
の
ご
支
援
を
会
員
の
皆
様
か
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
　 

長
岡
市
建
設
業
協
会

会
　
長
　
髙
田
　
守

新副会長・細川一彦氏 前会長・本田浩太氏

お疲れさまでしたよろしくお願いします
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役 員 名 簿
任期：令和10年度の定時総会まで

役 員 氏 名 会 社 名
会 長 髙　田　　　守 ㈱山 﨑 組
副 会 長 細　川　一　彦 ㈱中 越 興 業
理 事 伊　藤　芳　也 ㈱伊 藤 建 設
理 事 大　石　保　男 ㈱大 石 組
理 事 本　田　浩　太 共 榮 建 設㈱
理 事 多　田　博　昭 ㈱多 田 組
理 事 水　澤　一　昌 ㈱永 井 工 業
理 事 西　脇　　　宏 ㈱西 栄 建 設
理事・会計 星　野　祐一郎 ㈱星 野 組
監 事 永　井　和　男 渡 長 建 設㈱
監 事 五十嵐　　　誠 ㈱大久保土建

令和８年５月22日現在

歴 代 会 長 名（設立時から現在まで）
代別 役職名 氏名 会社名 就任期間 名称
初代 組合長 白 井 仁 吉 長岡土建興業㈱ 昭和21年１月～昭和27年12月 長岡郷土木建築請負組合
２代 〃 佐　藤　朝次郎 〃 昭和28年１月～昭和34年３月 　　　〃
３代 〃 山 崎 丈 夫 ㈱ 山 﨑 組 昭和34年４月～昭和37年３月 　　　〃
４代 〃 吉　原　蔵之典 吉 原 建 設 ㈱ 昭和37年４月～昭和45年３月 長岡市建設業組合
５代 〃 清 水 正 三 渡 長 建 設 ㈱ 昭和45年４月～昭和46年12月 　　　〃
〃 会　長 清 水 正 三 〃 昭和47年１月～昭和48年５月 社団法人長岡市建設業協会
６代 〃 吉　原　蔵之典 吉 原 建 設 ㈱ 昭和48年５月～昭和51年３月 　　　〃
７代 〃 清 水 正 三 渡 長 建 設 ㈱ 昭和51年４月～昭和59年３月 　　　〃
８代 〃 吉 原 　 治 ㈱ 吉 原 組 昭和59年４月～平成８年４月 　　　〃
９代 〃 清 水 正 之 渡 長 建 設 ㈱ 平成８年４月～平成18年３月 　　　〃
10代 〃 星 野 光 雄 ㈱ 星 野 組 平成18年３月～平成25年12月 　　　〃
〃 〃 星 野 光 雄 〃 平成25年12月～令和２年９月 一般社団法人長岡市建設業協会
11代 〃 本 田 浩 太 共 榮 建 設 ㈱ 令和２年９月～令和８年５月 　　　〃
12代 〃 髙 田 　 守 ㈱ 山 﨑 組 令和８年５月～　　　　　　 　　　〃

定
時
総
会

　

五
月
二
十
二
日
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
で
は
、

正
会
員
と
準
会
員
合
わ
せ
て
六
十
二
名

の
出
席
を
得
て
、
令
和
七
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
並
び
に

令
和
八
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
を
審
議
の
う
え
、
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

会員の異動
代表者の変更
会 社 名 変 更 前 変 更 後 変更日
福田道路㈱
中越支店 小島英明 森　幸三 令和８年４月１日

東北工業㈱
長岡営業所 竹 田 貴 一 間 嶋 　 豊 令和８年６月１日

退　　会
会 社 名 代 表 者 名 退 会 日

㈱今 井 組 今 井 淳 一 令和８年２月28日

坂 井 建 設㈱ 坂 井 義 栄 令和８年３月31日

※会員数（令和８年５月１日現在）70社（正会員61社、準会員９社）

吉田参与が退任
　令和８年５月31日をもって、吉
田正雄参与（前事務局長）が退任
されました。
　平成30年４月から約８年間の長
きにわたり、事務局を支えていた
だきました。
　長い間大変お疲れさまでした。

８年間ありがとうございました
　

ま
た
、
役
員
の
改
選
に
お
い
て
は
、

現
理
事
及
び
監
事
が
引
き
続
き
就
任
す

る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
理
事
会
に
お
い
て
、
前
述
の
新
た
な

正
副
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
来
賓
と
し
て
磯
田
市
長
か
ら
ご
臨

席
い
た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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